
＜指標＞

単位 R1 Ｒ2 Ｒ3 R4 Ｒ6

目標 2,000 2,000 2,000 2,000

実績 2,316 2,295 1,619 832

達成率 ％ 114.8% 81.0% 41.6%

目標 14,500 14,500 14,500 14,500

実績 8,283 7,653 7,412 8,343

達成率 ％ 52.8% 51.1% 57.5%

目標 22 24 26 30

実績 24 23 23 20

達成率 ％ 104.5% 95.8% 76.9%

目標 450 500 550 650

実績 396 491 563 630

達成率 ％ 109.1% 112.6% 114.5%

目標 99.0 99.0 99.0 99.0

実績 98.6 98.1 97.9 98.6

達成率 ％ 99.1% 98.9% 99.6%

目標

実績

達成率 ％

目標

実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

R5

臼杵市 施策評価シート 評価
担当者

課名 氏名 内線

子ども子育て課 尾本　浩 2500
（令和4年度）

コード Ⅰ-2-4 施策名 地域における子育て環境の充実

施策の方針 子育てしやすい環境を整える

ファミリーサポートセンター事業提
供会員数【累計】

提供会員数(人)
人

28

まちづくり
の方針

生活の土台を築き、笑顔あふれる市民が暮らすまち（健康福祉）

５年後の
めざす姿

保護者が安心して子育てができ、また、子どもが将来に夢や希望を持って自立して社会人へと育つために、きめ細かな相談や支援が受けられ
る子育て環境の充実を図ります。特別な支援を必要とする子どもや保護者に対する支援を強化し、ケースに応じた迅速な対応ができる体制
づくりをめざします。

施策の内容

・多様化、複雑化、複合化する子どもと子育てに関する課題に対応するため、ちあぽーとを拠点に機能強化を図ります。
・子育て支援サービスの充実を図るとともに、わかりやすく、きめ細かな情報提供を行います。
・地域の子育て支援体制の強化や、幼児教育・保育環境の充実を図ります。
・児童虐待防止のため、早期発見・早期対応を行い、関係機関との連携強化を行います。

新規
指標 指標名 説明・算式・引用

実績の推移

子育て支援拠点の就学前児童の年
間利用者数

子育て支援拠点からの活動報
告

人
14,500

ちあぽーとにおける相談件数
子育て支援コーディネーター及
び保育士が相談対応した年間
件数

件
2,000

臼杵市版母子手帳アプリ「ちあほっ
と」の登録数【累計】

「ちあほっと」の登録数(アプリ
をダウンロードした人の数)の
累計

人
600

保育所等の就園率
各年度の2月1日時点における3歳
～5歳の保育所、認定こども園、幼
稚園への就園児数÷3～5歳児数

%
99.0

指標の分析

相談支援訪問人数は、新型コロナの影響で利用制限をしたため大幅に減少していますが、電話等での相談支援は別途行いま
した。子育て支援拠点は、各拠点施設において感染症対策を図りながら行事を実施したことと、ちあぽーとの利用制限の影
響もある中で、Ｒ４年度での利用者数は増加となりました。ファミリーサポートセンター提供会員数は、年度末に更新しなかっ
た方がいましたので、引き続き会員募集を行います。また、「ちあほっと」は、きめ細かな情報発信に努めます。保育所等の就
園率は、３～5歳が就園率が高く、各園の保育体制や環境が充実しており、子どもの成長に合わせて、入園を希望する傾向が
あります。

市民意識調査
結果

（R4調査）

領域名 必要度 満足度

向上領域 2.68 2.14

令和４年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足度」と
もに高く、「向上領域」に位置しており、取り組みの向上や維
持が望まれています。

市民意識調査
結果分析

「必要度」「満足度」ともに前年度並みで高くなっています。コ
ロナ禍においても、幼児教育・保育の充実やきめ細やかな対
応に努めていることが結果に表れていると考えます。引き続
き、市民からの様々なニーズへの対応や相談内容も多岐に
わたるため、子育て支援サービスの充実や相談支援を推進
し、更なる必要度・満足度のアップを目指します。

令和5年度以降
の課題

令和２年度からの「第２期子ども子育て支援事業計画」の策定に伴い、この計画に基づく様々な事業を積極的に推進していく
必要があります。「ちあぽーと」を中心に、コロナ禍においても妊娠期から出産、子育てまで切れ目のない支援や子育てと仕事
が両立できる環境の充実支援が求められます。また、児童虐待やヤングケアラーなど支援を必要とする家庭への支援につい
て、きめ細かに寄り添い、継続的な支援を関係機関と連携して取り組むことが必要不可欠です。また、国の「こども家庭庁」創
設に伴い、こどもまんなか社会の実現に向け、更に子育て施策の充実が求められます。

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

R３年度
実績

R４年度
実績

令和５年
度年度
見込み

1
子ども子
育て課

○ 17,111 17,034 20,765 重点継続 ○

2
子ども子
育て課

39,294 39,294 39,306 重点継続

3
子ども子
育て課

4,212 3,537 3,856 継続 ○

4
子ども子
育て課

2,850 2,849 3,200 継続 ○

5
子ども子
育て課

○ 93,342 94,162 116,211 重点継続

6

7

8

9

10

156,809 156,876 183,338 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞ ※以降の評価は、令和３年度～令和５年度の３カ年に分けて実施予定。

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

病児・病後児保育事業
保護者が、子どもを見られないとき預か
ります

事務事業名 事業内容

担当課
※実施し
た課を記

入

課の
重点

※運営計画
記載

事業費（単位：千円）
課長
評価

公
共
５
ヵ
年

他の
関連施策

コード

子育て支援拠点事業
子育て親子の交流や相談支援を行う子
育て支援拠点事業を市内４カ所に委託し
ます

子ども子育て総合支援
センター運営費

子ども子育て総合支援センターの運営経
費

出生祝品贈呈事業
出生祝い品として、商品券2万円分を贈
呈

公立保育所指定管理委
託事業

下南こども園の管理・運営に伴う指定管
理業務

合計

進捗状況 本市にとって子育て支援の充実強化は重点施策であり、総合計画と第２期子ども・子育て支援事業計画に基づく施策
を、様々な関係機関と連携しながら推進し、さらなる充実強化に取り組んでいきます。保護者の様々な育児不安や悩み
に対して児童福祉施設と連携し相談対応するとともに、支援サービス等の積極的な情報提供を行います。令和５年度か
らは保育料の完全無償化を実現させます。また、ヤングケアラーの支援を充実し、児童虐待防止を含めたや早期発見・
早期対応を関係機関と連携強化し、取り組んでいくことが求められています。

課長評価

概ね順調
重点施策であり、計
画終了（2024年）ま

でに強化する

-

実施年度 内部評価

令和３年度
実施済

-

外部評価 評価のコメント
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